
Network

よ
こ
は
ま
市
民
生
活
白
書
8
8
　
6
6
【
第
２
章
】
交
流

生
き
が
い
を
求
め
る
市
民
の
心
が
。

自
主
的
活
動
を
さ
ら
に
活
発
化
さ
せ
る

自
主
的
活
動
は
、
主
婦
と
高
齢
者
を
中
心
に

全
世
代
で
ま
す
ま
す
活
発
化

　
第
１
節
で
は
、
社
会
の
成
熟
化
に
伴
う
市
民
の
活
動

の
多
様
化
の
動
向
と
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
７
つ
の
グ

ル
ー
プ
の
活
動
を
見
て
き
た
。

　
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
も
共
通
す
る
こ
と
は
、
参
加
者
が

自
分
の
興
味
、
関
心
や
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
グ
ル
ー

プ
を
つ
く
り
、
参
加
し
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
そ
の

自
主
性
、
自
発
性
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
自
主
的
活
動
が
、
横
浜
市
に
お
い
て
、

今
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
全
市
的
な
デ
ー
タ

で
見
て
み
よ
う
。

　
横
浜
市
民
意
識
調
査
（
昭
和
6
1
年
度
）
に
よ
る
と
、
市

民
の
３
人
に
１
人
が
、
何
ら
が
の
自
主
的
活
動
に
参
加

し
て
い
る
。
性
別
お
よ
び
年
齢
別
で
は
、
男
性
が
6
0
代

以
上
、
女
性
が
3
0
～
5
0
代
で
高
い
。
職
業
別
で
は
、
専

業
、
有
職
を
含
め
主
婦
が
ト
ッ
プ
で
、
次
い
で
無
職
と

な
っ
て
い
る
。
余
暇
時
間
（
自
由
時
間
）
の
多
い
が
少

な
い
か
が
、
自
主
的
活
動
へ
の
参
加
を
左
右
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
し
が
し
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
２
０
０
人
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
な
が
の
「
将
来
新
し
く
始
め
た
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
は
あ
り
ま
す
が
？
」
の
質
問
に
は
、
性
別
、

年
齢
を
問
わ
ず
、
４
人
に
３
人
が
「
あ
る
」
と
答
え
て

い
る
。
自
主
的
活
動
へ
の
参
加
の
意
欲
の
高
さ
は
、
す

べ
て
の
世
代
の
市
民
に
と
っ
て
、
共
通
の
も
の
と
見
る

と
と
が
で
き
る
。

　
自
由
時
間
の
増
大
な
ど
の
社
会
潮
流
の
な
が
で
、
自

主
的
活
動
は
ま
す
ま
す
活
発
化
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

市
民
に
根
づ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
市
民
の
自
発
的
な
意
思
に
よ
る
、
と
い
う
意
味
で
、

最
も
典
型
的
な
自
主
的
活
動
の
一
つ
で
あ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
。

　
横
浜
市
民
生
局
の
調
査
（
昭
和
6
1
年
度
）
に
よ
る
と
、

　
「
現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
」
と
い
う
市

民
は
全
体
の
３
％
。
「
以
前
に
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と

い
う
人
も
含
め
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
者
は
、
5
5
年
度

の
６
％
が
ら
6
1
年
度
の
1
0
％
へ
と
、
着
実
に
増
え
て
い

る
（
5
5
年
は
都
市
科
学
研
究
室
調
べ
。

　
横
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者

数
も
、
こ
の
５
年
間
で
2
0
％
の
伸
び
。
男
女
比
は
、
男

性
2
2
％
に
対
し
て
女
性
7
8
％
（
昭
和
6
1
年
度
の
個
人
登

録
者
）
。
県
の
調
べ
で
も
、
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
数
は
増
え
て
き
て
い
る
。
特
に
、
老
人
に
対
す
る

在
宅
福
祉
活
動
や
施
設
訪
問
活
動
が
増
え
て
き
て
い
る

こ
と
、
そ
れ
が
ら
従
来
の
分
類
に
は
な
が
っ
た
楽
器
演

奏
、
マ
ジ
ッ
ク
、
1
6
ミ
リ
映
画
の
映
写
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
、
活
動
内
容
が
多
様
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
、

最
近
の
傾
向
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
川
崎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
、
実

際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
を
対
象
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
経
験
す
る
前
と
実
際
に
活
動
し
た
後
で
は
、
ボ
ラ
ン

階段の上り下りでは多くの人の手がほしい

第
２
節
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
光
り
始
め
た
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テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
変
わ
る
、

と
い
う
。

　
「
困
っ
て
い
る
人
に
慰
め
と
勇
気
を
与
え
る
活
動
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
激
減
し
、
「
人
間
的
な
ふ
れ
あ
い
を

通
し
た
内
面
的
な
喜
び
を
得
る
活
動
」
と
い
う
実
感
を

も
つ
人
が
増
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
心
の
ゆ
た
か
さ
を
求
め
る
多
く
の
市
民
に
と
っ
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
魅
力
あ
る
活
動
の
一
つ
、
と
言
え
そ

う
だ
。

活
動
の
幅
を
広
げ
る
自
治
会
・
町
内
会

　
地
縁
的
組
織
の
代
表
格
で
あ
り
、
地
域
の
活
動
に
密

■増えつづける市内のボランティアグループ数

接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
、
自
治
会
・
町
内
会
。

　
横
浜
市
民
意
識
調
査
（
6
0
年
1
2
月
）
に
よ
る
と
、
市

民
は
自
治
会
・
町
内
会
に
「
地
域
住
民
の
相
互
の
助
け

合
い
」
「
地
域
住
民
の
親
睦
」
「
地
域
の
問
題
や
要
望

の
解
決
」
な
ど
を
期
待
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
市
民
の
期
待
に
応
え
て
、
自
治
会
・
町
内

会
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
試
み
が
行
わ
れ
始
め
て

い
る
。

　
た
と
え
ば
、
6
4
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
た
、
汐
見
台
自

治
会
連
合
会
の
ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
ク
ラ
ブ
の
試
み
は
、

そ
の
１
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

■自治会・町内会の活動も活発化
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ま
た
、
横
浜
市
市
民
局
の
調
査
か
ら
も
、
自
治
会
・

町
内
会
が
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
盆
踊
り
、
作
品
展
な
ど
の

　
「
楽
し
さ
」
を
軸
に
し
た
活
動
に
も
、
力
を
注
い
で
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
つ
ま
り
、
自
治
会
・
町
内
会
は
、
市
民
の
価
値
観
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
の
流
れ
を
ふ
ま
え
、
活
動

内
容
の
幅
を
広
げ
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
。

　
自
治
会
・
町
内
会
は
、
多
縁
社
会
の
到
来
の
な
か
で

模
索
し
つ
つ
、
「
市
民
に
と
っ
て
最
も
身
近
で
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
団
体
」
と
し
て
積
極
的
に
活
動
を
続
け

て
い
る
の
で
あ
る
。
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